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鉄損可視化試験の用途

磁性材料の鉄損を赤外線カメラにより非接触で計測いたします。

磁性材料の鉄損可視化

Cat.No 3E8J-072-00-220207

● 電磁製品中の電磁鋼板や磁石など磁性材料の表面鉄損を非接触で測定できます。

● 特徴

・高性能赤外線カメラで、非接触で鉄損を測定できます。

・電磁製品の開発における複雑な構造の磁性材料の鉄損を測定できます。

・5 W/kg以上の磁気損失エネルギーを計測できます。

・本測定方法で問題となる放熱や温度測定に関する問題も当社がサポートいたします。

高性能赤外線カメラの主な仕様 磁性材料の鉄損可視化試験の事例

撮影速度：383Hz（Max.20,000Hz）
温度分解能：0.02K(Max.0.001K）
測定可能温度レンジ：5～1500℃

磁性材料と励磁装置
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鉄損解析

励磁中の磁性材料の温度測定 励磁中の磁性材料の鉄損可視化
（通常の鉄損測定結果は16W/kg）
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